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交通事故死者ゼロ
3000日達成祝

表
彰
状
の
伝
達

　

金
山
町
で
は
、
平
成
18
年
11

月
12
日
以
来
、
町
内
で
交
通
死

亡
事
故
が
発
生
し
て
お
ら
ず
、

１
月
29
日
24
時
を
も
っ
て
交
通

事
故
死
者
ゼ
ロ
３
０
０
０
日
を

達
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
町

制
施
行
以
来
、
初
め
て
の
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

２
月
２
日
に
は
、来
賓
各
位
、

各
関
係
団
体
の
長
ら
を
迎
え
、

表
彰
伝
達
式
が
役
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
式
で
は
福
島
県
交
通

対
策
協
議
会
の
須
藤
浩
光
会
津

地
方
交
通
対
策
協
議
会
長
か
ら

長
谷
川
盛
雄
町
交
通
対
策
協
議

会
長
に
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　

席
上
、
須
藤
会
長
は
「
こ
の

３
０
０
０
日
達
成
を
契
機
と
し

て
交
通
安
全
の
輪
を
さ
ら
に
大

き
く
し
、
交
通
事
故
死
者
ゼ
ロ

を
末
永
く
継
続
し
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
長
谷

川
会
長
が
「
今
回
の
３
０
０
０

日
達
成
を
目
的
地
で
は
な
く
通

過
点
と
し
て
、
今
後
も
、
町
民

そ
れ
ぞ
れ
の
交
通
安
全
に
対
す

る
意
識
が
よ
り
高
ま
る
よ
う
に

努
め
て
い
き
ま
す
」
と
謝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　

会
津
坂
下
地
区
交
通
安
全
協

会
金
山
分
会
、
同
横
田
分
会
の

方
た
ち
は
、
毎
月
の
免
許
更
新

の
際
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
あ

ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
な
が
ら
、

交
通
安
全
の
啓
発
に
努
め
て
い

ま
す
。
通
勤
時
間
帯
に
行
う
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
調
査
や
、
町

の
行
事
や
各
地
域
の
事
業
を
行

う
会
場
内
で
の
交
通
指
導
な
ど

も
、
運
転
者
自
身
へ
の
注
意
喚

起
に
な
っ
て
い
ま
す
。
町
内
を

走
行
す
る
運
転
者
に
啓
蒙
活
動

を
行
う
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
も
、
他
団
体
と
協
力
し
な

が
ら
運
転
者
の
方
た
ち
に
直
接

安
全
運
転
を
呼
び
掛
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
町
内
の
小
・
中
学

校
や
保
育
所
で
も
交
通
安
全
教

室
を
行
い
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら

交
通
マ
ナ
ー
な
ど
の
認
識
を
高

め
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
み
な
さ
ん
の
交
通
安
全
に

つ
い
て
の
意
識
の
高
さ
や
、
日
々
の

努
力
に
よ
り
、
金
山
町
は
交
通
事
故

死
者
ゼ
ロ
３
０
０
０
日
を
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
現

在
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
や
団
体
を

紹
介
し
ま
す
。

会津坂下地区交通安全協会
金山分会長

栗城　辰男さん（玉梨）

会津坂下地区交通安全協会
横田分会長

酒井　健一さん（山入一）

金
山
町
交
通
安
全
の
要

　

今
回
の
記
録
達

成
は
、
本
当
に
良

か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
も
地
域

の
み
な
さ
ん
が
協

力
し
て
く
れ
た
お

陰
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
こ
の
記
録
を
継
続
し
て
い
く
よ
う
に
、
会
員
の

方
た
ち
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
行
き
ま
す
。

　

３
０
０
０
日
達

成
は
町
民
の
み
な

さ
ん
の
協
力
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
で

す
。
こ
れ
か
ら
も

３
５
０
０
日
、
４

０
０
０
日
と
交
通

事
故
死
者
ゼ
ロ
を
継
続
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
全
員
で
協
力
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

表彰状を受け取る金山町交通対策協議会長（長谷川町長）
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交
通
教
育
専
門
員
に
よ
る

街
頭
指
導

生
活
に
沿
っ
た
活
動

交
通
安
全
母
の
会

高
齢
者
向
け

交
通
安
全
教
室

交
通
安
全
広
報
活
動

新
た
な
道
の
り
へ

　

金
山
町
交
通
教
育
指
導
員
は

朝
の
通
勤
・
通
学
の
時
間
帯
に

街
頭
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

年
間
を
通
し
て
天
候
に
よ
ら
ず
、

交
差
点
や
横
断
歩
道
の
場
所
に

た
ち
、
小
・
中
学
生
が
道
路
横

断
す
る
と
き
な
ど
、
歩
行
者
の

安
全
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

週
の
半
分
を
行
う
街
頭
で
の
交

　

金
山
町
交
通
安
全
母
の
会
は

会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
、
家
庭
と
い

う
最
も
身
近
な
と
こ
ろ
で
交
通

安
全
を
意
識
し
て
い
ま
す
。
前

記
の
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

や
、
小
学
校
が
行
う
交
通
安
全

パ
レ
ー
ド
な
ど
啓
蒙
活
動
に
も

参
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に

も
街
頭
で
の
活
動
や
、
道
路
沿

線
を
花
で
飾
る
運
動
、
飛
び
出

し
危
険
な
所
に
ス
ト
ッ
プ
マ
ー

ク
を
貼
る
な
ど
生
活
の
中
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

金
山
町
シ
ル
バ
ー
交
通
安
全

推
進
隊
で
も
、
高
齢
者
に
向
け

て
交
通
安
全
に
つ
い
て
の
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
会
員
が
参

加
す
る
総
会
に
は
坂
下
警
察
署

職
員
に
よ
る
交
通
安
全
教
室
を

行
っ
た
り
、
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
等
に
も
参
加
し
て
い
ま

す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ん
に
広
く
交

通
安
全
に
つ
い
て
呼
び
か
け
る

広
報
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
警
察
官
の
制
服
姿
の

金
山
小
、横
田
小
の
児
童
が
、パ

ト
カ
ー
で
町
内
を
巡
回
し
な
が

ら
各
事
業
所
を
訪
れ
て
、
交
通

安
全
へ
の
認
識
を
高
め
ま
し
た
。

　

各
小
学
校
で
は
児
童
に
よ
る

鼓
笛
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
沿
道

の
方
た
ち
な
ど
地
域
へ
の
啓
蒙

に
役
だ
っ
て
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
死
者
ゼ
ロ
３
０
０

０
日
を
達
成
し
た
か
ら
と
い
っ

て
、
こ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
く
、

こ
れ
か
ら
も
交
通
安
全
に
つ
い

て
、
意
識
を
高
く
持
つ
こ
と
が

大
切
で
す
。
町
民
一
人
ひ
と
り

が
気
を
付
け
る
こ
と
と
、
お
互

い
に
ゆ
ず
り
あ
う
気
持
ち
が
大

事
で
す
。

　

今
後
も
こ
の
記
録
が
伸
び
る

よ
う
に
気
持
ち
を
新
た
に
し
て

交
通
安
全
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
。

金山町交通教育専門員

横田　典良さん（横田）
金山町交通教育専門員

栗田　傳一さん（本名）

通
安
全
指
導
は
、
住
民
の
安
全

へ
の
意
識
を
再
確
認
さ
せ
る
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

も
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と

の
大
切
さ
を
身
近
で
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

各
行
事
の
際
も
交
通
指
導
を

行
い
な
が
ら
、
安
全
へ
の
啓
蒙

を
図
り
、
行
事
の
ス
ム
ー
ズ
な

運
営
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

金
山
町
交
通
安
全
母
の
会
会
長

谷
ヶ
城
礼
子
さ
ん（
玉
梨
）

　

町
民
の
み
な
さ

ん
が
協
力
し
て
交

通
安
全
に
努
め
ら

れ
た
お
か
げ
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
運
転

さ
れ
る
人
も
歩
行

者
の
方
も
、
左
右

確
認
を
忘
れ
ず
に
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
事
故
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

私
は
12
年
間
、

専
門
員
を
努
め
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た

が
、
３
０
０
０
日

交
通
事
故
死
者
が

無
か
っ
た
こ
と
は

本
当
に
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
今
後
も
、
自
分
自
身
も
含
め
、
地
域

の
方
と
交
通
安
全
に
努
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

母
の
会
は
、
家
庭
か
ら
交

通
安
全
を
す
す
め
る
大
切
な

役
割
で
す
。
会
員
は
仕
事
を

持
つ
人
も
多
い
の
で
、
で
き

る
範
囲
の
中
で
、
こ
れ
か
ら

も
交
通
安
全
に
努
め
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。　

児童による交通安全広報
　

ま
た
、
交
通
安
全
活
動
推
進

委
員
ら
に
よ
る
活
動
で
も
、
坂

下
警
察
署
員
に
よ
る
高
齢
者
を

対
象
に
し
た
交
通
に
関
す
る
講

話
が
行
わ
れ
、
地
域
の
高
齢
者

の
方
た
ち
が
た
く
さ
ん
参
加
し

ま
し
た
。

ふれあいキャンペーンで活動中
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　毎年１月２６日は「文化財防火デー」です。町では、福島県重要
文化財に指定されている旧五十島家住宅（板下）と宮崎大悲堂（宮
崎）で点検等を行いました。点検には会津坂下消防署金山出張所、
町消防団、近隣住民らが参加し、防火施設の点検や通報の訓練など、
防火体制の確認を行いました。

備えあれば憂いなし
文化財防火デー

元気で過ごせますように
保育所で団子さし
　１月１５日に町内保育所で伝統行事の団子さ
しが行われました。子どもたちは、先生から団
子さしの由来やミズノキについてのお話を聞い
てから白、赤、緑、黄色の団子を枝にさしまし
た。その他にも、鯛やひょうたんなどの縁起物
の飾りものや自分たちが作った折り鶴などを飾
りました。
　１９日には、さした団子をミズノキからとり、
取った団子を炒ってもらい、元気に遊べるよう
にと願いながら仲良く食べました。 団子と記念撮影（川口保育所）

宮崎大悲堂

炒った団子はちょっと固いかな（横田保育所）

旧五十島家住宅
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受け継いで行きたい
袖なしはんてん作り講習会

高齢者のお宅で雪かたし
金山中学校生除雪ボランティア

おいしいそばができました
川口高校生そば打ち体験

うまく切れるかな

そばの味はどうでしょう

　地域に残る文化を次世代に受け継ぐために、
袖なしはんてん作り講習会が行われています。
これは、中央公民館が主催したもので、町内か
ら７名が参加しています。
　１月２３日の講習会は布の裁断でしたが型紙
が無いため、講師の押部ミトリさん（八町）が
話すことを書き留めながら進めていました。参
加者の方たちは、自分の好みの長さを決めて、
布の裁断を協力して行っていました。

　１月３０日玉梨地区の高齢者宅で、中学生に
よる除雪ボランティアが行われました。これは
金山中学校が毎年行っているもので、地域との
関わりを持つことでふるさとへの愛着を持たせ
ることや、高齢者との世代間交流を図ろうとす
るものです。
　今年は、積雪量が多いため生徒たちは苦労し
ながらの除雪でしたが、 お家の方にお礼を言わ
れると、それまでの苦労が報われたように笑顔
になっていました。

　１月２２日生活体験館で川口高校生のそば打
ち体験が行われました。栗城レイ子さん（玉梨）
と角田ノブ子さん（玉梨）に教わりながら、卵
をつなぎにつかったそばを打ちました。

まずは布の裁断からです

若い力で頑張ります

　そばの出来映えは、班ごとにそれぞれでした
が、生徒のみなさんは自分たちが打ったそばを
おいしそうにほおばっていました。
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菊地さんインターハイと国体出場

金山町の農業について考える
意見交換会

もっと上手に滑りたい
町民スキー・スノーボード教室

上位入賞を狙います

活発な意見が出されました

高学年は急斜面で講習中

初歩から始めます

　県立川口高校に通う３年生の菊地大樹さんが、
１月１６日に会津高原だいくらスキー場で行わ
れた第６０回福島県高等学校体育大会大回転の
部で６位に入賞し、インターハイ出場を決めま
した。また、１月２０日に猪苗代スキー場で行
われた第６７回福島県総合体育大会スキー競技
会少年男子の部では３位に入賞し、２月２０日
から群馬県で行われる国体出場を決めました。
菊地さんは「初めて自分でつかみ取った全国大
会のキップなので、緊張せず楽しく滑りたい。
上位入賞を目指します」と抱負を語ってくれま
した。 

　１月２３日に町農業委員会と町内の農業従事
者らによる意見交換会が、昨年に引き続き行わ
れました。
　交換会では、赤カボチャに関するＰＲ方法や
生産者協議会への参加呼びかけが必要なことや、
女性農業者からは栽培する時の苦労話も聞かれ
ました。
　認定農業者からは、農業を地域全体で考えて
行くことや、他地域から担い手を呼び込む事が
大事、など意見が聞かれました。

　１月２５日にフェアリーランドかねやまスキ
ー場で１回目の町民スキー・スノーボード教室
が開催されました。スキー教室には小学生が１
８名参加し、クラス別に分かれて講師の先生か
ら上手に滑るテクニックを学んでいました。

　スノーボード教室には一般の方が参加され、
中には何年かぶりに滑る方もいて講師の丁寧な
指導を受けながら雪の感触を楽しんでいました。
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盤上で火花
新春囲碁・将棋大会

出来上がりは満足
漆工芸教室

沼沢公民館地域セミナー
料理講習会

何目先まで読めるかが勝負

みなさん手先に集中しています

「分量は目安。自分の味を」と青栁さん

「おいしい」のひと言につきます

　１月１８日横田公民館主催の新春囲碁・将棋
大会が行われました。近隣町村からの参加者を
含めた２１名が参加し日頃の成果を競い合いま
した。大会結果は次のとおりです。

　町では大竹信一さん（山入出身）を講師に、
漆を使った工芸教室を行いました。９人の参加
者たちは、菓子器に螺

ら

鈿
で ん

（貝のかざり）や金箔
で思い思いの絵柄を描いきました。
　１月２９日には余分な漆を落とす「研ぎ」と
いう作業と更に細かく磨く「胴ずり」という作
業を行いました。参加者は、作業の途中で先生
の指導を受けたり、他の方と比べたりしながら
みなさん楽しそうに作業を進めていました。２
月５日に最後の教室があり、参加者は自分の作
品に満足そうにしていました。

　１月２８日、沼沢公民館で地域セミナーとし
て料理講習会が開催されました。

　今回は、青栁伸子さん（水沼）を講師に、大
根や白菜を使ったメニュー５品に挑戦しました。
豚肉やチーズ、ごま油等を使った料理はボリュ
ームもあり、参加者のみなさんは「家でも早速
つくってみよう」という声が聞かれました。

囲碁の部
Ａブロック　１位　皆川　敏明さん（只見町）
　　　　　　２位　山口　敏哉さん（板　下）
　　　　　　３位　五ノ井雄也さん（川　口）
Ｂブロック　１位　星　　佐益さん（宮　崎）
　　　　　　２位　渡部　精一さん（大　塩）
　　　　　　３位　諏江　康幸さん（下大牧）
Ｃブロック　１位　横田　義信さん（越　川）
　　　　　　２位　酒井　源孝さん（山入１）
　　　　　　３位　長谷部多一さん（只見町）

将棋の部　　１位　若林　一郎さん（宮　崎）
　　　　　　２位　目黒　義昭さん（横　田）
　　　　　　３位　横田　雄治さん（本　名）
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お
知
ら
せ
今月の納税

納め忘れに
ご注意くだ
さい

こ
れ
か
ら
の
予
定

納期限は

3月2日
です

◦
国
民
健
康
保
険
税　
　

６
期

◦
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　
　

７
期

◦
介

護

保

険

料　
　

６
期

★
2
月
★

▼
15
日（
日
）

◦
第
37
回
会
津
か
ね
や
ま

	
	

雪
ま
つ
り

　

午
前
９
時
〜

　

私
の
言
い
た
い
こ
と
発
表
会

	
	

ゆ
う
ゆ
う
館

　

午
前
11
時
〜

　

売
店
・
味
じ
ま
ん
大
会

	
	

中
川
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
18
日（
水
）

◦
運
転
免
許
更
新

　

午
前
９
時
30
分
〜
御
神
楽
館

▼
19
日（
木
）

◦
か
ら
だ
楽
々
教
室

　

午
前
９
時
30
分
〜

	
	

横
田
公
民
館

▼
27
日（
金
）

◦
乳
幼
児
・
１
歳
６
ヵ
月

　

２
歳
児
健
診

　

午
後
１
時
〜	

ゆ
う
ゆ
う
館

★
3
月
★

▼
１
日（
日
）

◦
川
口
高
校
卒
業
証
書
授
与
式 

　

午
前
10
時
〜	

川
口
高
校

▼
10
日（
火
）

◦
４
ヵ
月
検
診

　

午
前
11
時
15
分
〜

	
	

坂
下
厚
生
病
院

▼
12
日（
木
）

◦
行
政
相
談

　

午
前
10
時
〜	

金
山
町
役
場

案
　
　
　
内

募
　
　
　
集

　

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日

現
在
で
オ
ー
ト
バ
イ
や
農
耕
車
、

軽
四
輪
な
ど
を
所
有
す
る
方
に

課
税
さ
れ
ま
す
。

　

廃
車
や
譲
渡
な
ど
で
実
際
に

使
用
し
て
い
な
い
車
両
で
も
、

３
月
末
ま
で
に
手
続
き
を
し
な

い
と
登
録
者
に
納
税
義
務
が
発

生
し
ま
す
。
２
５
０
㏄
未
満
の

オ
ー
ト
バ
イ
や
農
耕
車
等
は
住

民
税
務
係
と
横
田
出
張
所
で
手

続
き
で
き
ま
す
の
で
、標
識（
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
）
と
印
鑑
を

持
参
し
て
、
早
め
に
手
続
き
し

ま
し
ょ
う
。

　

排
気
量
２
５
０
㏄
以
上
の
オ

ー
ト
バ
イ
や
軽
四
輪
は
最
寄
り

の
販
売
店
や
整
備
工
場
な
ど
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
住
民
税
務
係

	

☎
54
︲
５
１
２
１

軽
自
動
車
の

登
録・抹
消
の
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

　

自
衛
官
採
用
試
験
が
次
の
通

り
行
わ
れ
ま
す
。

▼
採
用
種
目

◦
予
備
自
衛
官
補

	
（
一
般
・
技
能
）

▼
受
験
資
格

◦（
一
般
）

18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
方

◦（
技
能
）

18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格

等
を
有
す
る
方

▼
受
付
期
間

　

１
月
８
日
〜
４
月
２
日

予
備
自
衛
官
補
募
集

　

く
み
取
り
式
ト
イ
レ
か
ら
の

切
り
替
え
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

単
独
浄
化
槽
（
し
尿
の
み
処
理

す
る
浄
化
槽
）
か
ら
の
設
置
替

え
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
設
置

を
希
望
さ
れ
る
方
は
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
上
下
水
道

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
上
下
水
道
係

	

☎
54
︲
５
３
１
５

　

来
年
度
か
ら
「
白
寿
学
級
」

と
「
こ
ま
ど
り
学
級
」
が
合
併

し
て
新
し
い
「
こ
ま
ど
り
学
級
」

に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　

対
象
は
概
ね
60
〜
70
歳
代
で
、

男
女
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

活
動
内
容
は
、
体
を
動
か
し

た
り
、
近
隣
町
村
に
出
掛
け
て

物
作
り
や
施
設
見
学
な
ど
を
し

ま
す
。
心
と
体
の
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
の
た
め
に
参
加
し
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。

▼
活
動
期
間

　

４
月
か
ら
12
月
ま
で

　

毎
月
１
回
開
催

◎
申
込
先
…

        

金
山
町
中
央
公
民
館

	

☎
54
︲
５
３
３
３

合
併
浄
化
槽
を

設
置
し
ま
せ
ん
か

こ
ま
ど
り
学
級
生
募
集

▼
試
験
日

　

４
月
11
日
〜
15
日
の
間

	

い
ず
れ
か
１
日

◎
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

会
津
若
松
出
張
所

☎
０
２
４
２
︲
27
︲
６
７
２
４

ご
寄
付
に
感
謝

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

⃝

愛
知
県
岡
崎
市
の

　

坂
井
英
児
さ
ん
よ
り
一
万
円

⃝
東
白
川
郡
棚
倉
町
の

　

中
丸
恵
一
さ
ん
よ
り
一
万
円

⃝
東
京
都
中
野
区
の

　

星
賢
也
さ
ん
よ
り　

三
万
円

⃝
東
京
都
杉
並
区
の

　

小
林
榮
さ
ん
よ
り　

五
千
円

⃝
匿
名
希
望
の
方
３
名
か
ら

	

二
十
七
万
円

　

ご
寄
付
は
地
域
活
性
化
や
災

害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
等
の
事

業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
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自動車の登録・　　　　
検査の手続きはお早めに

平成27年度
地域づくり応援事業募集

農地中間管理事業の
公募期間について　

　自動車の登録・検査手続きは、毎年３月に集
中し、窓口や車検場が大変混雑します。
　名義変更や住所変更、廃車、車検などの手続
きは２月中に行うなど、できるだけ早めに済ま
せていただくようお願いいたします。

　◎問い合わせ…東北運輸局福島運輸支局
　　登録関係　☎０５０－５５４０－２０１５
　　検査関係　☎０２４－５４６－０３４２

　全会津１７市町村等で構成している「あいづ
ふるさと市町村圏協議会」では、地域づくり・
人づくりなどを積極的に実践する団体を支援す
るため、ソフト事業を対象とした補助金を交付
いたします。
★募集期間　２月２５日（水）～３月１８日（水）
★補助金額　最大５０万円
　　　　　　（補助対象経費の３分の２以内）
★対象事業
　広域的な波及効果があるソフト事業
　地域の特色・特徴を出したソフト事業
　地域間交流につながるソフト事業
★申請書の入手方法

①あいづふるさと市町村圏協議会ホームペー
ジよりダウンロード

　「パーフェクトあいづ」
　http://www.aizu-furusato.com
②金山町役場復興政策課復興政策係
③あいづふるさと市町村圏協議会事務局

★申請窓口　復興政策課　復興政策係
★結果通知　平成２７年５月下旬予定
★留意事項　事業については、単年度で終了す

るものとします。
補助該当の有無については、審査
により決定します。

◎問い合わせ…復興政策係　☎５４－５２０３

　この事業は、経営規模縮小などにより農地を
貸し出したい貸し手農家から、農地中間機構

（（公財）福島県農業振興公社）が農地を借入れ、
公募に応募し公表された借り手農家にまとまっ
た農地を貸し付けるものです。
借り手希望の方は応募する必要があります。

　第４回公募期間
　２月１３日（金）～３月１６日（月）

◎問い合わせ…農林振興係　☎５４－５３２１
　　　　　　　福島県農業振興公社
　　　　　　　☎０２４－５２１－９８４５

　町では定期的に町水道の放
射性物質モニタリング検査を
しています。
　１月２０日現在で町内水道
水から放射性セシウムは検出
されていません。
【参考】
　国が定めた飲料水の基準値
　放射性セシウム
　　　１０ベクレル／１ｋｇ
　◎問い合わせ…上下水道係
　　　　　☎５４−５３１５

水道水の放射性物質
検査結果　　　　　

自家消費用食品等の
放射性物質簡易測定の結果について

複数の検体を測定している場合は最低値と最高値を表示して
います。

（測定年月日　平成２７年１月５日～平成２７年１月３１日）
※「ＮＤ」は、１０ベクレル/ｋg未満です。（単位：ベクレル/ｋｇ）

　町では自家消費用の食品等について放射線測定を役場と横
田出張所で行っています。測定を希望される方は、保健福祉
係か、横田出張所へ事前予約が必要です。

品　名 測定件数 未検出数 セシウム
（１３４＋１３７合計値）

地下水 ３ ３ ＮＤ
イノシシ １ ０ 62.7
焼却灰 １ ０ 3,818.0

　なお、販売用食品の測定については農林振興係にお問い合
わせください。
◎問い合わせ
　保健福祉係　☎５４－５１３５（自家消費用食品について）
　横田出張所　☎５６－４１１１（自家消費用食品について）
　農林振興係　☎５４－５３２１（販売用食品について）
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みんなの只見線
乗ろう・守ろう・つなごう 公共交通機関を使ってみませんか !

　冬季間の車の運転はみなさん注意して運転
されていることと思います。こんなときこそ
JR只見線や代行バスをはじめとする公共交
通機関を利用されてみてはいかがでしょうか。
景色を眺めながらの移動も風情を感じること
ができ、新しい発見もあるかもしれません。
例えばこんな使い方※（　）内はダイヤ改正後
１０：２１　診療所の帰りに川口高校前で代行バ

スに乗車
１０：２８　湯倉入口下車　歩いて湯倉温泉へ湯

倉温泉でひとっぷろ
（休憩所で休むことができます。）
歩いて湯倉入口バス停まで

１２：０６　湯倉入口代行バス乗車　川口方面へ
１４：１８　湯倉入口代行バス乗車　横田方面へ
　　　　　　　　◎問い合わせ…復興政策係
　　　　　　　　　　　　☎５４－５２０３

地域おこし協力隊

活動報告
　こんにちは、金山町地域おこし協力隊の大澤です。
　今年で２年目の冬を迎えました。
　稲刈り作業も終わり、配属先の奥会津金山大自然において冬場の
メインとなる餅つき業務の他に、敷地内の除雪の手伝い、豆の選別
作業や米粉作り、フリーズドライ製品のパック詰めなどを行ってお
ります。
　餅づくりでは、主力商品である三色もち『仲直り田舎もち』のほ
か、試作品を作ったりもしております。材料によって素直に混ざり
合う物、色合いが良い物、香りは良いが凝固してしまうものなどが
あり、どうすれば良いのかと考えながら餅つきをしております。
　また、本年度はステップアップ事業というものをやらせていただ
いており、私のテーマは『新商品の試作開発』です。このコラムを書いた日も、豆腐作りについて
の指導を受けたのですが、食感と型取りの微妙なバランスが大変に難しく、金山町の職人の方が如
何に凄いかという事を改めて認識させていただいた次第です。

㈱奥会津金山大自然で豆を選別中

２年目の冬を迎えました
地域おこし協力隊　大澤　　敦　

只見線ギャラリー
　奥会津の小学生が「只見線とその周辺の風景」
を題材に描いた作品を展示します。
　みなさん、ぜひご覧ください。
　展示場所：道の駅奥会津かねやま
　展示期間：２月１３日（金）～３月２５日（水）
◎問い合わせ…商工観光係　☎５４－５３２７

　１月２７日、昭和３５年川口高校卒業生
の若桐会の方たちから「只見線の復旧を願
って」と１０万円の寄付が長谷川町長に手
渡されました。町では福島県只見線復旧復
興基金への寄付として会津地方振興局に届
けました。みなさんのご寄付に感謝申し上
げます。

役場を訪れた栗城富士雄さん（川口：左）と
山内勝司さん（川口：中央）

（１０：２7）

（１０：33）
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図 書 室 だ よ り 特集

金山町の人口（ ２月 1日現在）

世 帯 数　１,１０３世帯（－　２）
人　　口　２,２８４人　（－　４）
　 男 　　１,０８２人　（－　２）
　 女 　　１,２００人　（－　２）

※（　）内は先月比　　住民基本台帳から

○新刊紹介
農山村は消滅しない／小田切　徳美　著（岩波新書）
　増田レポートによるショックが地方を覆っている。地方はこのままいけば、消滅するのか？
　多くの事例を、現場をとことん歩いて回る研究者が丁寧に報告。

ビブリア古書堂の事件手帳６／三上　廷　著（メディアワークス文庫）
　四十七年前にあった太宰の稀覯本を巡る盗難事件。それには二人の祖父母が関わっていた。
　深い謎の先に待つのは偶然か必然か？

ナオミトカナコ／奥田　英朗　著（幻冬舎）
　望まない職場で憂鬱な日々を送るＯＬの直美。夫の酷い暴力に耐える専業主婦の加奈子。三十
歳を目前にして、受け入れがたい現実に追いつめられた二人が下した究極の選択……。比類なき
“奥田ワールド”全開！

白鶴ノ紅―居眠り磐音江戸双紙
／佐伯　泰英　著（双葉社）
　城中で十代家治の御不例が囁かれ、水面下で十一代就
位への準備が進められる中、雨上がりの小梅村には嫡男
空也に稽古をつける坂崎磐音の姿があった。超人気書き
下ろし長編時代小説第四十八弾。

ベイマックス
／ワダ　ヒトミ　著（角川書店）
　突然、兄タダシを失った14歳の天才少年ヒロ。ヒロの
前に現れたケア・ロボットのベイマックスは、彼の心を、
そして世界を救うことができるのか。

一般向け

一般向け

一般向け

一般向け

一般向け

◎問い合わせ…中央公民館　☎５４－５３３３

＊耐震工事のため、ご迷惑をおかけいたし
ます。
　お一人様３冊まで２週間借りられます。
	 （土曜日利用可）

○１月の公民館図書室利用状況
貸出冊数　５３冊（うち児童書　１１冊）

あ の 人 こ の 人
１月届出（敬称略）

こんにちは赤ちゃん

今月は該当がありませんでした。

お二人で幸せに

今月は該当がありませんでした。

霊よ安らかに

星　　　儀　助（９０歳）板　下
中　丸　クラ子（８６歳）大　志
五ノ井　ト　シ（９４歳）沼　沢
栗　城　タ　ケ（９５歳）小栗山
坂　内　ナミイ（９３歳）玉　梨

※このコーナーに掲載を希望されない方は、
届け出時に申し出て下さい。
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ホームページアドレス　http://www.town.kaneyama.fukushima.jp/
電子メールアドレス　　office@town.kaneyama.fukushima.jp
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町
民
憲
章

一
自
然
を
愛
し
、
美
し
い
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
健
康
で
、
生
き
が
い
の
あ
る
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
教
養
を
高
め
、
文
化
の
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
親
切
を
つ
く
し
、
豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
決
ま
り
を
守
り
、
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

晴
れ
覗
き
飛
ば
さ
る
雪
の
輪
を
描
き

	

五
ノ
井
　
フ
　
ミ
（
川
　
口
）

雪
一
と
夜
雪
国
ら
し
き
雪
景
色

	

栗
　
城
　
ト
サ
子
（
川
　
口
）

だ
ん
ご
さ
し
し
き
た
り
守
り
供
え
た
り

	

諏
　
佐
　
シ
　
ゲ
（
小
栗
山
）

初
日
記
雪
の
始
末
を
綿
々
と

	

目
　
黒
　
隆
　
弥
（
宮
　
崎
）

　

俳
句
に
興
味
の
あ
る
方
や
俳
句
会
へ
入
会

を
希
望
さ
れ
る
方
は
中
央
公
民
館
ま
で
連
絡

し
て
下
さ
い
。	

☎
54
︲
５
３
６
１

広
報
文
芸

	

金
山
俳
句
会
　
一
月
句
会
　

ご厚意に感謝
除雪ボランティア
　各団体や他地域より、除雪ボラン
ティアとしてたくさんの方たちが金
山町を訪問されています。
　ボランティアのみなさんに厚く感
謝申し上げます。

訪問先の方と記念撮影

雪が降る中の除雪 住民から感謝の言葉

　職員の産休により臨時保健師を
下記により募集します。試験（作
文及び面接）を実施し、採用者を
決定します。

【採用職種等】
保健師　1名
【雇 用 期 間】

平成27年4月1日～
平成28年3月31日
【資　格　等】

保健師免許（平成27年4月ま
でに取得見込み者可）
普通自動車運転免許
【申込み資格】

平成27年4月1日現在で
50歳以下の方
【申込み期間】

平成27年1月26日から
随時募集

※試験の内容等、詳しくはお問い
合わせください。

　　　◎問い合わせ…保健福祉係
　　　　　　　☎５４－５１３５

金山町
臨時職員（保健師）募集
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